
明けまして おめでとうございます。 

 

３日： 満月 旧 １１月 １５日 

５日： 小寒 

１９日： 新月 旧 １２月 １日 

２０日： 大寒 

     

 去る１２月２２日冬至の日。 

 ＷＥＢでセミナーが行われた。題名は 

     リジェネレーター 

土に恋する大地再生者たち 

刊行記念トーク 第一弾 

辻信一氏がコーディネーター 

パネリストは、 

吉田 太郎 

岡本 よりたか 

レイモンド・イップご夫妻 

瀬尾 義春 

レイモンドさんご夫妻は２０２３年１月２５

日に端野町の施設で直接講演を聞いた方。 

・農薬散布は病害虫の餌を増やす 

・肥料と農薬は対になっている。両輪になっている。 

・土壌は農業の生産現場である前に、生命の生活圏である。 

・不耕起、多様性、カバークロップ（土壌を裸にしない） 

・気候変動・・・二酸化炭素が原因で暑くなっている 

   ⇒カーボンニュートラル以上カーボンマイナスにしなくては追いつかない 

 カバークロップは、１年に１２㎜の土壌再

生がある。水の循環を大切にし土を裸にしな

い事が大切。 

 昨年は、肥料会社ハートランドの瀬尾氏・

一戸農場さんの指導の為か美幌町内で３名、

小清水町で１名の若い農業者が有機農業に

登録されＭＯＡ販売と繋がれました。 

 政策として有機農業を拡大する方向が示

される中で、国連が提唱する「家族農業」が

生き残れる政策も大切ですね。 

 

一般社団法人 

ＭＯＡ自然農法 

文化事業団 

美幌会 

  感謝と健康をベースにした 人・家庭・まちづくり

２０２６年 睦月 １月号



～ 暦 と 気 象 ～   ２０２６年 １月号 

 

 

暦 と 気象 に関する俚諺の一つに次の様なものがあります。 

 

☆ 雨量 と 地下水 

雨量  ⇒  旧正月元日から最初の未の日までの日数でその年の雨量を予知 

   元日 が 未 ⇒ １合水 旱魃   ２０２６年令和８年丙午 

   三日目が 未 ⇒ ３合水 旱魃   旧正月 ２月１７日  

   十日目が 未 ⇒ １升水 大水  最初の未 ２月２６日 １０日目 

地下水 ⇒  正月元日 から最初の未の日の日数   最初の未 １月 ９日  ９日目 

                          雨量     １０ 

                          ――― ＝ ――― ⇒ 多い 

                          地下水    ９ 

☆ 旧正月 と 立春 

２０２６年    立春より早い ⇒ 春が早い 秋が短い 

   旧正月 ２月１７日  ⇒ 立春と同じ頃 ⇒ 平年並み 

   立春  ２月 ４日    立春より遅い ⇒ 春遅い 秋が長い 夏短い 

 

☆ 豊作 

・小寒の日（１月５日） 少し雨が降る ⇒ 麦 豊作 

・小寒の日（寒の入り） 雪降るは   ⇒ 豊作 

・寒中に雷鳴             ⇒ 豊作 

・寒中にしばしば雨降る        ⇒ 春 豊作 

・旱魃 に 凶作なし      

・旧暦閏年に 凶作なし     

☆ 凶作 

・日食 ある年は  ⇒  凶作多い 

・月食 ある年は  ⇒  蔓作凶作  ３月３日１８時５０分頃から皆既月食 

                       ２０時３０分頃が皆既最大 


